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◆ 登壇者のご紹介
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専門家 中村 浩
中小企業診断士
ITコーディネータ―

《略歴》

広告会社において、長年に渡り、IT関連業務に携わり、
経営計画に基づいた全社IT計画策定からIT企画・調達・
運用・管理の実務を経験。
メディア・マーケティング・受発注・人事・会計等の業務領域
において、多くの業務改革／ITプロジェクトを手掛け、成果
をもたらす。
独立後は、中小企業の経営者の立場に立ったデジタル化、

IT経営推進支援に取り組んでいる。
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１．「みらデジ」のご案内
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１．「みらデジ」のご案内

１） みらデジとは？

中小企業庁の「デジタル化推進サポート事業」です
「デジタル化」は「目的」ではなく、「手段」という考えです

みらデジとは？

未来 のビジョンの実現に向けて デジタル化 を通じた経営課題の
解決を目指す中小企業の皆さまと、中小企業の取り組みを
支援する支援機関の双方をサポートすることを目的とした
中小企業庁の事業です。

なぜデジタル化？

事業の背景として、インボイス制度の導入などが始まる一方で、中
小企業が経営課題解決のために「デジタル化」を選択する割合は
まだまだ低い状況にあります。

デジタル化は「目的」ではなく「手段」という観点で、今抱えている経
営課題をデジタルで解決することを目指しています。
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１．「みらデジ」のご案内

１） みらデジとは？

① みらデジポータルサイト
・デジタル化の事例紹介
・デジタル用語・デジタルツールの解説
・支援施策の紹介 など

② みらデジ経営チェック ※後ほどご説明します

・経営課題やデジタル化の進捗の「見える化」、業界平均と比較
・デジタル化への「きっかけ」づくり

③ みらデジリモート相談 ※後ほどご説明します

・デジタル化について経営の専門家「中小企業診断士・ITコーディ
ネータ」 に無料でリモートにて相談が可能

※利用者登録・みらデジ経営チェック実施済みが条件

３つの特徴
※中小企業庁からの受託事業のため、すべて無料で対応
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１．「みらデジ」のご案内

１） みらデジとは？ 転用不可

・ 業種別の活用状況をみてみると、「製造業」、「卸売、小売業」、「建設業」、「サービス業（他に分類されないもの）」の

順で活用が多い。「学術研究、専門・技術サービス業」の割合が多い要因として、みらデジに注目した士業等の事業者

が多かったことが考えられる。
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2022年11月11日時点：みらデジ経営チェック総チェック件数 2,248件



１．「みらデジ」のご案内

１） みらデジとは？ 転用不可

・ 事業者利用者の登録件数を従業員数別にみてみると、全体の約3/4が従業員20人以下の事業者で

ある。規模の大きくない企業をターゲットにしている目的と合致している状況と言える。

51%

26%

12%

５%

3%

2%

全体の77％
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2022年11月11日時点：事業者の利用者登録件数 565者



ポータルサイト トップページ

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介

https://miradigi.go.jp/
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１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介 スマホ版

ポータルサイト トップページ https://miradigi.go.jp/
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① 専門家によるコラム

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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② デジタル化による経営改善事例

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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事業者や支援機関の、
デジタル化をきっかけとした
取り組みや改善事例を
ご紹介します



③ デジタル用語集

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介

会計・経理
・インボイス制度
・会計ソフト
・キャッシュレス決済
・EDI
・インターネットバンキング

トレンド
・DX
・５G

自動化・効率化
・クラウドサービス
・ERP
・RPA

販路拡大
・EC（電子商取引）
・インターネット広告

マーケティング・
コミュニケーション
・グループウェア
・Webサイト
・IoT
・CRM
・Web会議システム
・SNS
・ICT
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④ 経営支援施策リンク集

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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⑤ みらデジ経営チェック

※ 利用登録済みの方は、
事業者マイページから経営チェックを行うことで、結果を保存することができます。

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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⑤ みらデジ経営チェック

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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⑥ みらデジリモート相談

※ みらデジリモート相談は、お電話または問い合わせフォームにて受け付けております。

１．「みらデジ」のご案内

２） みらデジポータルサイトのご紹介
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介
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１）経営チェックのやり方
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みらデジ経営チェックとは?

→ 経営課題を発見するためのツール

Q2

Q3

Q4

Q5

経営者としての夢・ビジョンについてQ1

夢・ビジョンの達成に向けて取り組んでいること

現状のデジタル化/IT化について、用語の理解と導入状況について

経営やデジタル化、インターネット環境について

経営課題の解決方向について / デジタル化のやり方・進め方について

(３問)

(７問)

(１３問)

(１２問)

(５問)

基本項目■ (６問)

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

• 同業種・同地域の企業と比較しながら、あなたの会社の
経営課題やデジタル化への取組状況を確認出来ます

• 診断結果を基に へ無料相談ができます

• との情報共有でサポート体制が築けます

20



トップページ → 経営課題をチェックする

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

① 利用者登録をしていない場合
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■ 事業者基本項目（６問） ※未登録事業者に限る

設問について
全国の事業者の業界平均値を算出するた

めに必要な情報となります。出来る限り正確

に選択をお願いします。

・本社所在地

・業種：大分類

・業種：小分類

・資本金

・従業員数

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方
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① 利用者登録をしていない場合



トップページ → 事業者ログイン画面

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方
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② 利用者登録をしている場合



トップページ → 事業者ログイン画面

スマホ版
２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方
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② 利用者登録をしている場合



事業者ログイン画面

スマホ版
２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方
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② 利用者登録をしている場合



事業者マイページ → 経営チェックをする

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

ここから経営チェックを行うと、
事業者マイページに記録が残ります
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② 利用者登録をしている場合



事業者マイページ → 経営チェックをする

スマホ版
２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

ここから経営チェックを行うと、
事業者マイページに記録が残ります
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② 利用者登録をしている場合



設問について
企業の「未来」や「存在意義」につ
いて、思いついたことを書いていただ
ければ結構です。

最大3つまで入力可能ですが、
1つだけでも構いません。

気軽に記載ください。

経営者としての夢・ビジョンについて （３問）

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

• 事業や日々の業務に対する思いやとくに取り組んでいること、今後に向けた意気込みや他
社よりも優れていることを教えてください。

• 伝統の味を守りたい、街に活気をもたらしたい、みんなの暮らしを便利にしたい、事業アイテ
ムを増やしたい、家業を次の世代へ残したいなど、どのようなことでも結構です。

• 最大３つまでで、30文字程度で端的にお知らせください。
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夢・ビジョンの達成に向けて取り組んでいること（７問）

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

• Q1で回答いただいたあなたの夢・ビジョン（思いや意気込み）を実現するために
必要な取り組みとしてあてはまるものを教えてください。（それぞれ１つ）

設問について
そもそもの経営課題やお困りごとを整理するための
設問です。

直観で、思う通りに答えていただいて結構です。
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方 スマホ版

スマホ版は、
PC版と設問の見え方が、
少し異なります
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現状のデジタル化/IT化について、用語の理解と導入状況について（１３問）

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

設問について
ITツールやデジタルサービスについて、利用状況を
確認する設問です。

診断結果では、業界平均との比較が表示される
ので、自社の立ち位置が分かります。

• ITツールやデジタルサービスの利用状況について、各項目で最もあてはまるものをお答えくだ
さい（それぞれ１つ）
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経営やデジタル化、インターネット環境について（１２問）

設問について
事業のデジタル化の進行度合いを確認する設
問です。

診断結果では、業界平均との比較が表示され
るので、自社の立ち位置が分かります。

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

• 経営課題やデジタル化への対応について、ご自身の状況やお考えについて教えてください。
（それぞれ１つ）
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設問について
Q4の結果によって質問内容が変わります。

デジタル化を進めるにあたっての自社のスタンス
を整理する設問です。

診断結果では、
例えば、自社は伴走支援をしてほしいタイプな
のか、あるいは、情報の取り方さえわかれば後は
自分たちで進めたいタイプなのか、などについて、
客観的に把握できます。これにより、支援機関
のサポートを受ける場合に、自分たちが必要と
する支援の方向性を伝えられるようになります。

経営課題の解決方向について / デジタル化のやり方・進め方について（５問）

２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

• 夢・ビジョン（思いや意気込み）を実現するために、どのようにデジタル化を取り入れるべきと
お考えですか。AとBのどちらが、よりご自身のお考えに近いと思いますか。それぞれお選びくだ
さい。（それぞれ１つ）

33



２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

１） みらデジ経営チェックのやり方

Q5の最後まで回答し
「診断結果を見る」を押します



２）みらデジ経営チェックで分かること
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

取り組むべきことの占有率
◆グラフの意味

• 「Q2：夢・ビジョンの達成に向けて取り組んで
いること」をもとに、経営課題の割合を円グラフ
の占有率として示しています。

◆グラフの読み方

• 経営課題が複数あり、取り組みの優先順位を
つける際に役立ちます。

• 円グラフから、ご自身がどの経営課題を強く意
識しているかを確認できます。一般的には、円
グラフの占有率が大きい課題が、優先度の高
い経営課題であると考えられます。

• 円グラフの占有率の割合に、あまり差が無い
場合は、次ページの「経営課題」のレーダー
チャートから業界平均との差異もご確認くださ
い。
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

経営課題
◆グラフの意味

• 「Q2：夢・ビジョンの達成に向けて取り組んで
いること」の回答と業界平均を比較し、レー
ダーチャートで表しています。

◆グラフの読み方

• 業界平均と比較し、ご自身が強く課題感を持
たれている経営課題を把握することができます。

• なぜ差異があるのかを掘り下げて分析すること
で、例えば、業界に比べて自社の取り組みが
遅れている取り組みの発見や、ご自身がまだ
認識していない経営課題の発見に役立てるこ
とができます。

※業界平均：本事業開始前に行われた任意アンケート調査において、5000社を超える事業者から得た回答結果
をもとに導き出された数値を基準としています。以降のページについても同様です。
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

業務で使っているIT・デジタルサービス
（デジタル化の状況把握:業界比較） ◆表の意味

• 「Q3：現状のデジタル化/IT化について、用
語の理解と導入状況について」の自社の回答
と業界の導入率を表示しています。

• 「取り入れてみたが今は使っていない」、「業務
に必要ない」、「使っていない／よくわからない」
の項目のうち、業界平均で使っている割合の
高い上位３項目について「ご提案」欄にコメン
トが入ります。

◆表の読み方

• 自社は導入していない（あるいは過去に導入
に失敗した）が、業界導入率が高いITツー
ル・デジタルサービスの発見に役立てることがで
きます。

• 「取り入れてみたが今は使っていない」ものにつ
いて、活用できていない原因を分析すると、活
用の再検討や、別の解決策が見つかるきっか
けになるかもしれません。
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

デジタル化実態把握・理解
（自社理解・認識の状態 業界比較） ◆表の意味

• 「Q4：経営やデジタル化、インターネット環境
について」の回答と業界平均の比較により、経
営課題やデジタル化への取り組み状況を５段
階評価※で表示しています。
※かなり進んでいる・進んでいる・ふつう・遅れている・かなり遅
れている

◆表の読み方

• 自社のデジタル化の進捗について、業界と比
較・見える化されているので、「今後、取り組む
べきデジタル化」の整理に役立ちます。

• 取り組みの優先順位としては「遅れている」「か
なり遅れている」と結果が表示されている部分
から始めてみるのが良いでしょう。

• なお、自社が積極的に取り組んでいる事項に
ついて、その業界としても導入が進んでいる場
合は、結果が「ふつう」と表示されることがありま
す。
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２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

デジタル化推進バランス

41

◆表の読み方

・業界平均と比較し、「インターネット環境」、
「予算の確保」、「社内の関心・意識」、「IT・デジ
タルの人材確保」について、どの程度準備が進ん
でいるかを把握することができます。

・差異のある項目を掘り下げて分析することで、
業界に比べて自社の推進が遅れている取り組み
の発見、優先順位付けに役立てることができます。

◆表の意味

• 「Q4：経営やデジタル化、インターネット環境
について」の回答と業界平均の比較により、デ
ジタル化の推進状況をレーダーチャートで表示
しています。



２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

最適な解決方法
（デジタル化に必要なNextアクション指標） ◆グラフの意味

• 「Q4」と「Q５：経営課題の解決方向につい
て / デジタル化のやり方・進め方について」の
回答をもとに、デジタル化を進めるにあたっての
自社のスタンスを６つのタイプ（※）で表現して
います。

◆グラフの読み方

• 数値の高い項目が、自社のタイプです。デジタ
ル化を進めるにあたっての自社のタイプを知るこ
とで、自分たちが必要とする支援の方向性も
整理できます。

• 支援機関等のサポートを受ける場合に、どん
な支援や情報が必要なのかを伝えることで、
自社に合った支援を受けやすくなります。

※６つのタイプ
1. 伴走支援タイプ：課題解決のために、まずは既存の経営資源やIT・デジタルサービスなどについて話せる支援者が必要な事業者
2. 情報収集タイプ：課題解決のために、自分で判断・実行するための十分な情報を探している事業者
3. 課題解明タイプ：経営課題の解決のために積極的に取り組みを進めようと考えている事業者
4. 安定志向タイプ：新しい取り組みは慎重に進めたいと考えている事業者
5. 実利追及タイプ：課題解決において、費用対効果が高いと納得できれば実施する事業者
6. 実践追及タイプ：現状を改善したいという積極的な意識を持つ事業者

42



２．「みらデジ経営チェック」のご紹介

２） みらデジ経営チェックで分かること

６つのタイプ（デジタル化を進めるにあたっての自社のスタンス）

①伴走支援タイプ
課題解決のために、まずは
既存の経営資源やIT・デ
ジタルサービスなどについて
話せる支援者が必要な事
業者

③課題解明タイプ
経営課題の解決のために
積極的に取り組みを進めよ
うと考えている事業者

⑤実利追及タイプ
課題解決において、費用
対効果が高いと納得でき
れば実施する事業者

②情報収集タイプ
課題解決のために、自分
で判断・実行するための十
分な情報を探している事
業者

④安定志向タイプ
新しい取り組みは慎重に
進めたいと考えている事業
者

⑥実践追及タイプ
現状を改善したいという積
極的な意識を持つ事業者
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３．「みらデジリモート相談」のご案内
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みらデジリモート相談とは（電話・オンライン対応）

３．「みらデジリモート相談」のご案内

１） みらデジリモート相談のやり方

事業者の個別の経営課題やデジタル化
のお悩み等について、「みらデジ専門家」
から課題解決に向けたアドバイスを受け
ることができます。無料。

※必要に応じて、伴走支援が可能なお近くの支援機関もご紹介

「みらデジ専門家」とは
デジタル化の推進や経営改善に詳しい中小企業診断士・ITコーディ
ネータなどの資格を持った専門家です。
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利用者登録
みらデジ
経営チェック

問い合わせ
（電話・フォームより）

ステップ１ ステップ２ ステップ３

リモート相談 ご予約の流れ

３．「みらデジリモート相談」のご案内

１） みらデジリモート相談のやり方

事務局オペレーターが対応し
専門家との相談日時を調整
いたします！

03-6262-6712
contact@miradigi.go.jpメールアドレス：

（月～土曜※祝日除く：9:00-17:00）

みらデジ事務局 コールセンター
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・経営課題と取り組むべき対策・・・？

・同業種のデジタル化状況を確認！

・自社のデジタル度合いを把握！

・適切な解決の方向性をアドバイス！ etc.

まずは、

①利用者登録
をお願いします

みらデジ経営チェックで自己診断をし、その結果に基づいて、
専門家にデジタル化・経営課題について相談してみませんか

もっと活用するには…

情報共有のため、
自社と支援機関の

②紐づけ
をお願いします

さらに…
担当支援機関と情報共有して
伴走支援体制を築くことも可能です

★ 専門家に相談した内容を支援機関に情報共有するかどうかは、事業者が選択することが出来ます

みらデジポータルサイトは
どなたでもご覧になれます

・経営相談窓口
・今どきの経営課題解決コラム
・デジタル化による経営改善事例
・デジタル用語/デジタルツール 解説
・経営支援施策リンク集

３．「みらデジリモート相談」のご案内

２） 利用者登録のお願い

紐づけ

（任意）
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① 利用者登録のメリット

• 専門家に無料でリモート相談ができる（みらデジリモート相談）

※リモート相談を利用するには、

利用者登録・みらデジ経営チェック実施済みが条件

• 事業者マイページから、
経営チェックの診断結果や相談の履歴をいつでも見ることができる

• 支援機関と紐づけることで、
支援機関と一体となった支援を受けられる

スマホでも！

PCでも！

３．「みらデジリモート相談」のご案内

２） 利用者登録のお願い
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利用者登録の入り口

３．「みらデジリモート相談」のご案内

２） 利用者登録のお願い

② 登録方法
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〇〇〇よろず拠点

滋賀県大津市××１２３－４

〇〇〇信用組合

滋賀県甲賀市××５６７－８

いわき〇〇信用金庫〇〇〇〇信用金庫

滋賀県近江八幡市××９８７－６

滋賀県
みらデジ株式会社

contact@miradigi.go.jp

③ 支援機関との紐づけ方法
事業者マイページ > 担当支援機関 > 支援機関を追加する > 検索画面

★ 機関・団体名（漢字・カタカナ）

★ 所在地：都道府県

★ 所在地：市区郡

※いづれか１項目で検索すると担当の
支援機関の候補一覧が表示されます。

検索結果 （例）

検索 方法

３．「みらデジリモート相談」のご案内

２） 利用者登録のお願い

複数の支援
機関と紐づけ
が可能です
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該当の事業者マイページから相談履歴を確認、相談履歴のみの印刷も可能

３．「みらデジリモート相談」のご案内

３） 相談履歴のアウトプットイメージ
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４．リモート相談事例
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NO 業種
相談
時間

相談概要

1 サービス業 30 キャッシュレス決済の導入・PCの購入

2 製造業 25 インボイス制度を見据えた補助金・助成金の活用

3 サービス業 60 電子帳簿保存法への対応

4 卸・小売業 25 弁当等の販売事業の売上拡大施策

5 情報通信業 60 PCサポート事業の業務提携・地域浸透

6 サービス業 40 顧客管理システムの更改・システム選定

転用不可

４．リモート相談事例

１） 皆さまからの相談事例
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リモート相談事例：
キャッシュレス決済の導入・PCの購入

■業種：生活関連サービス ■従業員規模：5人以下 ■相談時間：30分

■課題

新規開業に合わせて、導入するキャッシュレス決済と購入するPCについて教えてほしい

■支援内容

・検討中のキャッシュレス決済サービスと他のツールとの比較方法を紹介
決済手数料・入金スパン・QRコード決済・スマホ対応などが比較検討項目になる

・決済システムとPOSレジの違いを説明した上で、POSレジの導入も合わせて検討することを促す。
また、POSレジ導入の際のレシート発行には付属プリンターが必要になることを説明

・購入PCに関しては、移動せずに職場に常設する要件であったため、デスクトップPCの選定について

アドバイスを行った。

・開業に合わせてということで、スタートアップ補助金を検討されている。
IT導入補助金・小規模事業者持続化補助金については、必要な書類を揃えることができれば、
申請できる可能性があることを説明した。

■ネクストアクション

・伴走支援支援や相談場所として、該当地域の商工会議所をご紹介した。

まずは、補助金申請も視野に入れた開業手続きを進めていかれることを促した。

転用不可
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リモート相談事例：
インボイス制度を見据えた補助金・助成金の活用

■業種：製造業 ■従業員規模：１０１～３００人 ■相談時間：25分

■課題

インボイス制度の開始にあたって現使用システムのバージョンアップに活用できる補助金や助成金を知りたい

■支援内容

・現システムは、生産管理・販売管理・在庫管理などの機能を持つ、自社オリジナルの統合システムで
受注や請求機能のバージョンアップが必要。（会計システムはインボイス対応済みの既製品を使用）

・国の補助金としては、IT導入補助金とものづくり補助金が対象になる可能性があるが、IT導入補助金は
「新たなITツールの導入」、ものづくり補助金は「生産性を高める設備やシステムの導入」が申請要件であり、
今回のケースでは、貴社のニーズを満たせないことを説明した。

■ネクストアクション

・県や市の支援策がある場合があるので、県や市のHPなどを確認することと、地域の支援策をより知りたい場
合は、商工会議所やよろず支援拠点の活用を検討するようにアドバイスした。

転用不可
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■業種：サービス業 ■従業員規模：５人以下 ■相談時間：60分

■課題

電子帳簿保存方法について

■支援内容

電子帳簿保存法対応には、二つのやり方があることを説明した。

（１）優良な電子帳簿の保存方法
帳簿の保存・記録のタイムスタンプや変更履歴の管理、そのほか会計帳簿の記録事項との紐づけなどに対

応したシステムを利用する方法
※なお、優良な電子帳簿の保存方法を採用すると、税務申告の際の過少申告に対する課徴金が減額されるメリットがあります。具体的には、
会議費として計上した費用が交際費扱いされたとき、所得税として追徴課税された際の減免などがあります。

（２）一般的な電子帳簿の方法
帳票類のファイル命名規則を明文化する、電子化された帳票類の内容と所在を記録した管理台帳を作

成するなどの簡便的な方法

※優良な電子帳簿の保存方法について
代表的なクラウド会計システムについては、パッケージ版のみの対応であるもの、有料の追加オプションが必要なもの、現時点での対応状況が不

明なものがあり、現時点でクラウド会計システムを使って優良な電子帳簿の保存を行うことは現実的ではないかもしれません。電子帳簿の保存に
ついては市場ニーズが高いので、有料・無料を問わなければいずれのツールも優良な方法に対応するものと考えられます。

■ネクストアクション

疑問点は解消したので、今後は、自社内でデジタル化を進めて頂く。今後、何かデジタル化で困りごとが
出てきたら、改めてお問い合わせ頂くこととした。

転用不可
リモート相談事例：
電子帳簿保存法への対応
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リモート相談事例：
販売事業の売上拡大施策

■業種：卸・小売業 ■従業員規模：5人以下 ■相談時間：70分

■課題

新規店舗における弁当等の販売事業の売上拡大。広報、メニュー、店舗運営等の課題整理と対応策

■支援内容

① 販売価格：主力商品の原材料高騰のため、販売価格を相応に値上げすることを提案。
一般消費者に対しては、LINE活用による会員割引やスタンプでの実質割引等の検討も
考えられる。

② 地域の特産物を使用したメニュー開発：食の専門家等のサポートを得られることがあるので、
県や公的支援機関などに確認することを推奨。
新メニューによる新規顧客を開拓であれば、小規模事業者持続化補助金の活用が可能

③ ホームページ・ECサイト：現行サポートの専門家には具体的な経営課題解決の施策提案
は難しいので、運営状況を把握した上で、具体的なアクションを決定していくことを提案。

④ LINE：運用管理者を決め、ホームページやInstagramとの連携を想定したサポート範囲を
③と合わせて確認することをご提案

■ネクストアクション

・現行サポートの専門家の方との確認後、WEB活用、LINE活用等の今後の売上拡大に
向けたアクションを検討していく予定

転用不可
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リモート相談事例：
PCサポート事業の業務提携・地域浸透

■業種：情報通信業 ■従業員規模：5人以下 ■相談時間：60分

■課題

家電店から新たに立ち上げたPCサポート事業を同業者と協業体制を築いて地域に浸透させたい

■支援内容

・家電販売から、中高年を対象としたPCトラブルサポートや家電・ネットワークの設置を行う事業にシフト
したが、後継者がいない。
今後は、同地域の同業者と業務提携をし、相互に顧客対応ができる体制を築いていきたいという意向で
あったので、業務提携の締結については、金融機関・商工会などの支援機関の協力を受けることを
アドバイスした。

・この事業の集客については、WEBサイトの構成、内容の改善を提案した。

■ネクストアクション

・業務提携の契約書の事例、SNSを用いた集客方法、WEBサイトの改善点等をアドバイスする予定

転用不可
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リモート相談事例：
顧客管理システムの更改・システム選定

■業種：サービス業 ■従業員規模：5人 ■相談時間：40分

■課題

PCアプリで構築した顧客管理システムの更改とシステム・ベンダー選定について教えてほしい

■支援内容

・現行のPC単体で稼働しているAccessベースの顧客管理システムとExcelによる外注先（個人）の支払
管理の仕組みをどうすればよいかという相談に対して、すでに提示されている顧客管理ソフトのベンダー見積
の検討と合わせて、クラウドベースで活用できそうなサービスをいくつか紹介した。また、システム会社検索サイ
トを紹介した。

合わせて、よろず支援拠点や商工会議所等の支援機関に相談することをアドバイスした。

■ネクストアクション

紹介したサービス、サイト等を参考に調査検討を行う。再度相談が必要になった場合は、継続支援とする。

転用不可
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５．質疑応答
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みらデジ事務局 連絡先

03-6262-6712
contact@miradigi.go.jpメールアドレス：

（月～土曜※祝日除く：9:00-17:00）

みらデジ事務局 コールセンター
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みらデジをぜひ一度ご活用ください

皆さまのご相談・ご連絡をお待ちしております

mailto:contact@miradigi.go.jp

